
宮城県子育て支援パスポートプロモーション業務企画提案募集要領 

 

第１ 趣旨 

この要領は，宮城県子育て支援パスポートプロモーション業務を委託するに当たり，公募型プロ

ポーザル方式により，優れた提案及び能力を有し最も適格と判断される事業者を選定するために必

要な事項を定めるものである。 

 

第２ 募集事項 

 １ 業務の名称 

宮城県子育て支援パスポートプロモーション業務 

 ２ 業務の概要 

   子育て支援パスポート事業（以下，「事業」という。）とは，子育てにやさしい社会の実現を目的

として，子育て家庭に対する各種割引・優待や外出サポート等のサービスを提供する企業・店舗を

登録するとともに，子育て家庭に対し，サービス利用時のパスポートを発行する事業である。本事

業は，宮城県に限らず，全都道府県で実施されているものである。 

   当県では，「みやぎっこ応援の店」として子育て支援パスポート事業を実施してきたが，多くの都

道府県が有している，登録手続きや子育て家庭への情報発信等を行うサイトを開設していないこと

に加え，パスポートを発行せず，サービス利用方法を企業・店舗に委ねているため，他都道府県と

の事業実施形態に差が生じているとともに，事業の認知度・利用度ともに低迷している。また，事

業の利用者が少ないため，登録企業・店舗数も伸び悩んでいる。 

そのため，今年度宮城県子育て支援パスポートポータルサイト開発・保守業務（以下，「開発・保

守業務」という。）により事業をリニューアルし，宮城県子育て支援パスポートポータルサイト（以

下，「ポータルサイト」という。）を新たに公開することから，子育て家庭及び企業・店舗等に対し，

事業のリニューアルやポータルサイトの公開を周知するとともに，新たな利用登録者や登録企業・

店舗を増加させ，事業を活性化することを目的に，宮城県子育て支援パスポートプロモーション業

務（以下，「プロモーション業務」という。）を実施する。 

 ３ 業務の内容 

   宮城県子育て支援パスポートプロモーション業務仕様書（以下「仕様書」という。）のとおり。 

４ 履行期間 

契約締結日から平成 31年 3月 22日まで 

 ５ 委託料の上限額 

   6,500,000円（消費税及び地方消費税の額を含む。） 

６ 留意事項 

業務の内容は，発注者と契約予定者の協議により決定することとし，企画提案の内容をそのまま

実施することを約束するものではない。また，業務の進行にあたっては，県を含むプロジェクトチ

ームによる打ち合わせを行い，方針を決定する。 

 

第３ 提案内容 

 企画提案内容及び評価の視点（別紙 1）に基づき，企画提案を実施するものとする。 

 

 



第４ 応募資格 

１ 基本要件 

（１） 宮城県内に活動拠点（本社又は営業所等）を有すること。 

（２） 物品調達等に係る競争入札の参加資格等に関する規程（平成 9年宮城県告示 1275号）第 4

条第 2項の規定に基づく物品調達等に係る競争入札参加業者登録簿に登録されていること。 

（３） この業務の募集開始時から企画提案提出時までの間に，物品調達等に係る競争入札の参加

資格制限要領（平成 9年 11月 1日施行）第 2条に基づく資格制限を受けていないこと。 

（４） 宮城県入札契約暴力団等排除要綱（平成 20 年 11 月 1 日施行）の別表各号に規定する措置

要件に該当しないこと。 

（５） 地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16号）第 167条の 4（一般競争入札の参加者の資格）

の規定に該当しないこと。 

（６） 仕様書で定める業務について，十分な業務遂行能力を有し，適正な執行体制を有すること。 

２ 共同提案要件 

上記１～６を満たす代表事業者及び上記４～６を満たす事業者の共同提案による応募も可能とす

る。その場合，県は代表事業者とのみ委託契約を行うため，その他の事業者については，代表事業

者との委託契約（宮城県との関係においては再委託に該当）により業務を行うこと。その場合，本

業務全体の進行管理及び取りまとめ等は代表事業者の責任において行うものとする。 

 

第５ 企画提案募集の日程 

年月日 項目 

平成 30年 5月 24日（木） 企画提案募集開始 

平成 30年 6月 6日（水）午後 5時 質問受付期限 

平成 30年 6月 14日（木）午後 5時 参加表明書・企画提案書等提出期限 

平成 30年 6月 21日（木） 企画提案内容のプレゼンテーション 

平成 30年 6月 26日（火） 選定結果の通知 

平成 30年 7月 2日（月）以降 契約の締結 

 

第６ 応募手続 

 １ 質問の受付 

  （１） 質問方法 

      質問書（様式第4号）を用いて，電子メールにより県子育て社会推進室企画推進班

（kosodates@pref.miyagi.lg.jp）あて送付すること。 

  （２） 受付期限 

      平成30年6月6日（水）午後5時（必着） 

  （３） 回答方法 

      質問に対する回答は，平成30年6月8日（金）午後5時までに県子育て社会推進室のホームペ

ージに掲載する。ただし，質問又は回答の内容が，質問者の具体的な提案事項に密接に関わ

るものについては，当該質問者に対してのみ回答する。 

      なお，質問の内容によっては回答しないこともある。 

 



  （４） 留意事項 

      電話や口頭，受付期限を過ぎてからの質問は，一切受け付けない。  

 

 ２ 企画提案書等の提出 

（１） 提出書類 

イ 参加表明書（様式第1号）           １部 

ロ 応募要件に係る宣誓書（様式第2号）     １部 

ニ 企画提案書（任意様式）          １０部 

ホ 経費見積書（任意様式）           １０部（うち９部は写し） 

（２） 提出期限 

平成30年6月14日（木）午後5時（必着） 

（３） 提出方法 

      郵送又は持参 

      ※ 持参の場合の受付時間は，土日祝日を除く午前9時から午後5時までとする。また，郵

送の場合は，封筒に「参加表明書在中」と朱書きし，簡易書留等の配達記録が残る方法

とすること。 

（４） 提出先 

      宮城県保健福祉部子育て社会推進室企画推進班 

       〒980-8570  宮城県仙台市青葉区本町三丁目8番1号 宮城県行政庁舎7階北側 

  （５）提出書類に係る留意事項 

 イ 企画提案数は，1応募者につき1提案とする。 

ロ A4判で作成することとし，両面・片面印刷，カラー・モノクロのいずれも可とする。 

ハ 企画提案書は，本募集要領及び仕様書の内容を十分に踏まえた上で作成し，最大で25ページ

とすること。 

   ニ 経費見積書には，積算項目の内訳（数量，単位，単価等）を明確に記載し，本業務の実施に

必要となるすべての経費（消費税等を含む。）を計上すること。 

ホ 提出された提案書等は，原則として，提出後の差し替え，変更及び取り消しは認めない。 

   へ 企画提案書の提出を取り下げる場合には，速やかに取下願（様式第3号）を提出すること。 

 ト 取下願の提出があった場合，企画提案書等の再提出は認めない。  

 

 ３ 企画提案内容のプレゼンテーション 

（１） 開催予定日 

平成30年6月21日（木） 

（２） 開催予定場所 

宮城県仙台市青葉区本町三丁目8番1号 宮城県行政庁舎内 1101会議室 

（３） 提案者によるプレゼンテーション 

イ プレゼンテーションへの出席者は，1事業者当たり3名以内とする。 

ロ 1事業者当たりの持ち時間は，プレゼンテーション（20分以内）及び質疑応答（10分程度）と

し，個別に行う。 

ハ 事前に提出された書類に基づいてプレゼンテーションを行うこととし，追加資料の配付は原則

として認めない。 



ニ プロジェクターの使用を希望する場合は参加申込書を提出する際に申し出ること。 

なお，この場合，パソコンはプレゼンテーションを行う者が用意すること。 

  （４） プレゼンテーションに係る留意事項 

イ プレゼンテーションの開始時間及び開催場所は，別途通知する。 

 ロ 応募者が多数の場合，企画提案内容及び評価の視点（別紙1）に基づき，事前に企画提案書の

書面審査を実施し，審査を通過したものに限りプレゼンテーションを行うものとする。 

ハ 事前審査で選考から外れた応募者には，平成30年6月18日（月）までにその旨を通知する。 

 

第７ 企画提案内容の審査 

 １ 審査方法 

企画提案内容及び評価の視点（別紙1）に基づき，提出書類及びプレゼンテーションの内容を審査

し，得点が最上位の者を契約予定者として決定する。 

 ２ 審査結果の通知及び公表 

   審査終了後，速やかに各応募者に対し選定結果を書面にて通知するとともに，県子育て社会推進

室ホームページにおいて公表する。 

   なお，審査経過に関する質問には回答しない。 

３ 失格事由 

      次のいずれかに該当する場合は，応募者を失格とする。 

（１） 提出された企画提案書等に記載されている文字の判読が困難である場合又は意味が不明で

ある場合。 

    （２） 本募集要領及び仕様書に従っていない場合（書類上の軽微な誤りを除く。）。 

    （３） 第６の３の企画提案内容のプレゼンテーションに参加しなかった場合。 

    （４） 同一の応募者が 2以上の企画提案書を提出した場合。 

（５） 企画提案方式による公正な企画提案の執行を妨げた場合。 

（６） その他応募者として適切でない行為をしたと委員会が判断した場合。 

４ 留意事項 

（１） 契約予定者として決定された者が辞退した場合は，総合得点が次点の者を契約予定者とす

る。 

（２） 総合得点の最上位が２者以上いる場合は，その者のみを対象に，宮城県子育て支援パスポ

ートプロモーション業務プロポーザル方式選定委員会（以下，「選定委員会」という。）によ

る最終評価を実施し，その得点が最上位の者を契約予定者として決定するが，最終評価によ

っても最上位の者が２者以上いる場合は，事業構想力の点数が優位の者を契約予定者として

決定する。 

 

第８ 応募者が 1者又はない場合の取扱い 

 １ 応募者が 1者の場合 

選定委員会の委員全員による評価を実施し，業務を適切に実施できると判断される場合は，当該

者を契約予定者として決定する。 

 ２ 応募者がない場合 

   選定委員会に諮った上で，再度企画提案を募集するものとする。 

 



第９ 選定・非選定結果の通知方法 

 １ 審査結果については，各応募者の結果のみを当該応募者に書面で通知する。 

 ２ 審査内容及び審査結果に対する問い合わせには応じないものとし，審査結果に対するいかなる異

議申し立ても受け付けないものとする。 

 

第１０ 契約の締結 

 １ 受託者の決定 

審査によって選定した契約予定者と別途見積合わせを実施し，地方自治法施行令第167条の2第1

項第2号の規定に基づく随意契約を行う。ただし，特別な理由により契約予定者と契約締結ができな

い場合は，他の応募者のうち順位が上位の者から順に契約交渉を行うものとし，最終的に交渉が成

立した応募者を受注者とする。 

２ 契約書の作成 

発注者と受注者で協議した上で契約書を作成する。 

３ 支払条件 

支払方法は，原則として業務完了後の一括払いとし，前金払は行わない。 

４ その他契約に関する事項 

契約時における仕様書は，発注者と受注者の協議により，必要に応じて追加，変更又は削除を行

うことがある。 

 

第１１ その他 

１ 企画提案に当たっては，関係法令及び条例を遵守すること。 

２ 企画提案に要する費用は，全て応募者の負担とする。 

３ 提出された書類の一切は，原則として返却しない。 

４ 業務により得られた成果は，すべて発注者に帰属するものとする。 

 ５ 発注者は，公募型企画提案方式を公正に執行することが困難であると認めるときは，公募型企画

提案方式による実施を延期または取りやめることがある。 

 

第１２ 問合せ先 

宮城県保健福祉部子育て社会推進室企画推進班 担当：澁谷  

    〒980-8570  宮城県仙台市青葉区本町三丁目8番1号 宮城県行政庁舎7階北側 

      電話：022-211-2528  

ファクシミリ：022-211-2591 

     電子メール：kosodates@pref.miyagi.lg.jp 


